














要約:今年度は、通学時間や手段が児童の健康にどのような影響を与えているかについて

文献的考察を行った。学区制公立学校における徒歩通学の場合は、通学時間が長いほど歩

行運動習慣による健康増進の影響が考えられた。長距離通学の場合は、生活時間に余裕が

なくなる、疲労度が増す等のネガティブな影響が示唆されていたが、学童における研究は

希少であり、今後さらなる検討の必要性が考えられた。


